
様 々 な 体 験 を 通 じて 、 広 い 視 野 を 持 つ

［校外の教室］

いつもの教室を離れ、 異なった環境に身を置き、 新たな視点で物事を考えてみる。 これが体験教室の醍醐味です。

本校には普段の授業の他に、 魅力的な体験プログラムが多数用意されています。 すべての活動が、 グローバルな視野を育み、「自問自答力」を養成することを目的としています。

3泊4日の日程で実施するスキー研修に参加します。ス

キー学習を通じて、チャレンジする心、スポーツを楽し

む心を育てます。 同時に山の営み、 山の四季につい

ても考えを深め、雪の結晶観察等も実施します。

奈良・京都研修旅行
⾃国の⽂化を理解することは、グローバルな視点を持つ

ための基本です。 入念な事前学習を⾏い、研修旅⾏後

には、研修成果を発表します。

｜
2
年
次
｜
11
月

古
都
の
教
室

学校近くの田んぼをお借りして、田植え・稲刈りを体験

します。 小さな苗から秋の実り、 収穫に至るまで⾃然

の成長を見つめ、秋には⾃分たちで作ったお米を丁寧

に炊いて、いただく収穫祭を⾏い、いのちのつながり

を考えます。

｜
1
年
次
｜
5
月
・
9
月

田
ん
ぼ
の
教
室

グアム修学旅行
⾃問⾃答プログラムの集大成として環境教育、 平和教

育、 語学体験、 現地校での交流、 異⽂化理解を⽬的

とし、社会に出る前の国際経験を身につけます。

｜
3
年
次
｜
11
月

世
界
の
教
室

｜
1
年
次
｜
2
月

雪
の
教
室

毎年、国際都市東京で都市の歴史・⽂化・テクノロジー

を学びます。日本科学未来館、国⽴科学博物館、東京

国⽴博物館等の見学をし、 秋の宿泊研修の事前学習

の⼀環としても、見聞を深めます。

｜
全
学
年
｜
6
月
・
11
月

都
市
の
教
室

※各学年年1回実施

文明と

人間を学ぶ

社会と

人間を学ぶ
自然と

人間を学ぶ

学校の近くにある手賀沼の

環境と歴史を学びます。 身

近な⾃然を⾃分の⽬で再確

認することから始め、 地球

規模の環境問題にまで視野

を広げます。

ポスターセッション④ 課題を議論：

沼
の
教
室

｜
1
年
次
｜ 

6
月
・
9
月

① 知識、理解：施設見学や専門の先生の講義

ポスター作成② 課題を発見：

プレゼンテーション③ 課題を表現：

授
業
の
流
れ
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生徒たちが選んだ論文のテーマ例（2023年度）

探 究 に 向 かう
［探究プロセス］

ポスター展示

作品展示作品展示

論文

学問探究

国際探究

共創 個

地域探究

ディスカッション
ミーティング 作品

作品試作・商品開発作品試作・商品開発 アクション報告アクション報告

アンケート
インタビュー調査

ポスターセッションポスターセッション

プレゼンテーション表現

方法

フィールド

探究スタイル

論語

365

art

新聞コラム

デザイン

体験発見

歴史

都市の教室

古都の教
室

世界の教室

田んぼの教室

雪の教室

沼の教室

他者との対話から問いを見つける

体験や体験を通じたレポートから
問いを探す

ディスカッションやリフレクションにより
新たな課題が立ち上がる

探究のテーマを深め、自分がこの先、
どのように生きていきたいか考える

3つのフィールドからテーマを選び
調査をはじめる

探究に必要なリテラシーを身につける

課題設定の方法 振り返りの方法問いの立て方

課題設定 評価
振り返り調査 プレゼン

発表

対話 アクション
対話問い まとめ

問いの設定　探索・絞り込み 問いからの行動・展開

探究の歯車を始動させるため、 これまでの経験を生かし全力でテーマを探します。
探究は、 答えが一つとは限らず、 複数あることも、 時には答えが見つからないこともあり
ます。 振り返りによって、 探究を通してできるようになったことや改善したほうがよいこと
を整理して意味付けすると、 自分の次の成長につなげることができます。 自分の中の固定
概念に縛られない柔軟性を身につけます。

● 記憶術は本当に効果があるのか

● 伝統的な食文化を守るためにできることは？

● 電車の端の席はなぜ人気なのか

● 絵が上手くなるには？

● ワームホールは存在しているのか？

● 人はどうして眠くなるのか

● 人間の不思議なしくみ

● 自然に還るプラスチックは世界をどう救うのか

● 紙を42回折ると月に届くのか

● 効率の良いディズニーシーの回り方 〜アトラクション〜
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図書
インターネット

自分 で 見 つ け た「 問 い 」が 生 涯 学 び 続 ける原 動 ⼒に

探究の技術を身につける

中1 中2［2学期］ 中2［3学期］ 中3 高校

3つのフィールド 探究テーマ メンバー・
形式 アクション・やるべきこと 目的 成果物

・論文

・論文＋作品　
さらなる系統別
専門的な学びへ

・ 主体性を身につける
・ 自律した
 学習者になる

・ 自分の興味関心と
 学問をつなげる

・ 選択したテーマの
 先行研究調査

・ テーマへの理解と
 研究の現在地を
 理解する

・ レポートの書き方

・ フィールドワークの
 技法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国語（例）文学って何？
数学（例）素数の不思議な世界
歴史（例）地域の資料から読み取る
公民 （例）憲法学って何？
理科 （例）南極に花を咲かせるには
美術 （例）作品研究・作品制作

（例）伝統的な食文化を守るために
 できることは？

（例）電車の端の席はなぜ人気なのか
（例）人はどうして眠くなるのか

・ 論文

・ ポスター

・ アクション例

・ 作品

・ 企業コラボ商品

PBL
（課題解決型学習）

ENP
（英字新聞制作）

など
さらなる
グローバルな
学びへ

・ 社会課題を
 自分事にする

・ 人と一緒につくる力
を身につける

・ 身近なことから行動
を起こす力をつける

・会社への訪問学習

・新たな商品開発
 アイデアから企業コラボ

ソーシャルチェンジ
社会課題探究

コーポレートアクセス
企業課題探究

・ 論文

・ ポスター

・ アクション例

・ 作品

・ 協働する力を
 身につける

・ 体験から興味を
 見出す

・ 自分の将来と
 社会問題をつなげる

・ 校外の教室から継続した
 発展的研究調査

・ 地域の身近な社会課題に
 取り組む

・ 現在の手賀沼の水質調査
・ 二松学舎柏に生息する鳥類調査
・ 我孫子文学探訪～志賀直哉
 『流行感冒』をたどる

・ 京都・奈良の寺社仏像探訪
・ 琵琶湖疏水調査

発表 振り返り

［探究論文 「自問自答」］

探
究
ス
キ
ル
養
成

文
章
の
書
き
方
・
調
査
方
法

探
究
テ
ー
マ 

志
望
理
由
書
・
研
究
計
画
の
作
成

自
ら
「
問
い
」
を
設
定
す
る

個
人
研
究

共
創
（
共
同
研
究
）

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
・
作
品
展
示
・
ポ
ス
タ
ー
展
示

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
課
題
の
再
発
見
・
次
な
る
テ
ー
マ
へ
移
行

学問探究

アカデミック
フィールド

国際探究

グローバル
フィールド

地域探究

ローカル
フィールド

講評会ファクトチェック協働で指針作成・完成までの伴走対話・ミーティング
担当教員による

アドバイス

・本の読み方　・課題図書の選定
・読書の習慣を身につける

ネット情報へのアクセスの仕方・ファクトチェック

フォロー
体制

・校外の教室での経験

田んぼの教室

沼の教室

都市の教室

古都の教室

世界の教室

雪の教室

3
POINT

2
POINT

1
POINT

３
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
選
択

自
由
探
究

情
報

科
目
探
究

グローバル探究

グローバル探究

グローバル探究

総合探究

総合探究

生成AI時代に自ら問いを見つける視点を
育もう！

1
POINT 課題発見力

チームで取り組むことで自分の役割が見つかる。
自分の得意を見つけてチームに貢献しよう。

2
POINT 共創

情報があふれる時代に何が事実かみきわめる
ファクトチェック力を育もう！

3
POINT ファクトチェック

中学３年⽣プログラム「探究」〜⾃問⾃
答〜は国の補助金と日本私⽴中学高等
学校連合会からの研究費が支給された、
日本私学教育研究所による令和6年度研
究対象プログラムとして採⽤されました。
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